
２．整備事業
（福島県　令和２年度）

メニュー 事業内容 事業費

備考

（円）

（工種、施設区分、構造、
規格、能力等） 交付金 都県費

市町村費
その他

県域 福島県 畜産物共
同利用施
設整備
（家畜改
良増殖関
連
施設）

地鶏出荷羽数
210千羽

地鶏出
荷羽数
99千羽

（平成
27年）
地鶏出
荷羽数
104千
羽

（平成
28年）
地鶏出
荷羽数
99千羽

（平成
29年）
地鶏出
荷羽数
100千
羽

（令和
30年）
地鶏出
荷羽数
96千羽

（令和
元年）
地鶏出
荷羽数
113千
羽
(112,7
99羽)

地鶏出
荷羽数
210千
羽

53.7% 種鶏供給能力
は向上してい
るが原発事故
による風評被
害の影響を受
け大口販売先
の契約解除が
あり目標出荷
羽数には到達
しなかった。

(H25～26)
東日本大震災により被災し
た福島県農業総合センター
畜産研究所養鶏分場の建物
等の復旧整備工事
（実施設計：１式）
（敷地造成：１式）

(H26～27)
畜産物共同利用施設整備
家畜改良増殖関連施設
東日本大震災により被災し
た福島県農業総合センター
畜産研究所養鶏分場の建物
等の復旧整備工事
（建築工事
  鶏舎8棟
  衛生検査施設3棟
  能力調査施設1棟
  堆肥舎1棟
  その他附帯施設一式）

974,087,576 487,041,000 487,046,576 0 0
H28.3.29

H25年度
(繰
越)、26
年度(繰
越)事業

２ヶ年
実施に
より、
目標値
同一の
ため、
一括報
告。

(H25～26)

117,117,600 58,557,000 58,560,600 0 0
(H26～27)

856,969,976 428,484,000 428,485,976 0 0

２年後

成果目標の具体的な
内容

負担区分（円）

被災前
２２年

度
達成率

成果目標の具
体的な実績

（対象作
物・畜種
等名）①

市町
村名

３年後

事業実
施主体

名

事業実施主体の評価

４年後

　種鶏供給能力は向
上しているが、原発
事故による風評被害
の影響を受けた大口
販売先の契約解除及
び新型コロナウイル
スの影響による出荷
羽数の減少により目
標出荷羽数には到達
しなかった。
　鶏舎内環境が改善
され、種鶏供給能力
の大幅な向上が図ら
れたことから一定の
成果はあった。
　今後は各種試験成
果を基に肉質の付加
価値を高め他の地鶏
との差別化を図り出
荷羽数を増加させ
る。

　原発事故による風
評の影響を受け、大
口の販売先の契約解
除の影響が回復しな
い中、新型コロナウ
イルスの影響により
出荷羽数が減少し、
目標出荷羽数には到
達していない。しか
し、種鶏供給能力は
大幅に向上したこと
から、一定の成果は
認められる。
　今後は、各種試験
成果を基に肉質の付
加価値を高め、他の
地鶏との差別化を図
ることで、地鶏の出
荷羽数を増加させ
る。

目標値
（令和
元年）

都県の評価

５年後

事業実施後の状況①

１年後

完了年月
日



メニュー 事業内容 事業費

備考

（円）

（工種、施設区分、構造、
規格、能力等） 交付金 都県費

市町村費
その他

２年後

成果目標の具体的な
内容

負担区分（円）

被災前
２２年

度
達成率

成果目標の具
体的な実績

（対象作
物・畜種
等名）①

市町
村名

３年後

事業実
施主体

名

事業実施主体の評価

４年後

目標値
（令和
元年）

都県の評価

５年後

事業実施後の状況①

１年後

完了年月
日

天栄
村

夢みな
み農業
協同組
合

耕種作物
共同利用
施設整備
野菜
（きゅう
り）

加工品(漬け物)の出
荷量の回復

（平成
28年）
出荷量
60ｔ

（平成
29年）
出荷量
60ｔ

（平成
30年）
出荷量
72ｔ

（令和
元年）
出荷量
66ｔ

出荷量
100ｔ

66.0％ 計画時の60ｔ
（平成29年）
から66ｔ（令
和元年）へ出
荷量が10％増

農産物処理加工施設

農産物加工場（漬け物）の
雑排水処理施設および付帯
機械装置の整備

9,666,000 4,475,000 2,908,000 0 2,283,000 H29.11.7

　令和元年度は出荷
量101ｔ、販売額
21,658千円と目標値
の達成を見込んでい
たが、新型コロナウ
イルスの影響によ
り、令和2年2月に群
馬県と栃木県の取引
先が取引を一時中断
したため、35ｔが出
荷できず、目標を達
成できなかった。新
型コロナウイルスの
影響がなければ目標
値を上回る出荷量の
回復が見込めててい
た。計画時より出荷
量は回復しているこ
とから、原材料とな
るきゅうりの生産支
援と加工品の出荷量
の回復・拡大に向け
て、引き続き取り組
んでいく。

　令和元年度の出荷
量は66tとなり、目
標は達成されなかっ
た。新型コロナウイ
ルスによる取引の一
時中断（令和2年2
月､3月の出荷予定
35t分）が要因であ
り、今後はウイルス
対策を講じた物流対
応が求められると考
えられるため、加工
処理施設の作業員同
士の接触機会低減
や、消毒の再徹底を
図る必要がある。
　今後も加工原料の
きゅうりの栽培管理
支援やウイルス対策
に対応した加工所の
管理・運営への助言
を行い、加工品出荷
量の回復・拡大を支
援する。

H29事業

楢葉
町

女平堆
肥生産
組合

畜産物共
同利用施
設整備
（家畜排
せつ物利
活用施
設）
乳牛・肉
用牛

家畜排せつ物利活用施設

を設置し、安定した品質

の堆肥を生産し、震災前

と同等以上の飼養頭数に
回復する。

飼養頭
数
113頭

排せつ
物処理
量
1,949t
/年

（平成
29年）
飼養頭
数
98頭

排せつ
物処理
量
1,392t
/年

（平成
30年）
飼養頭
数
150頭

排せつ
物処理
量
2,131t
/年

（令和
元年）
飼養頭
数
187頭

排せつ
物処理
量
2,657t
/年

飼養頭
数
155頭

排せつ
物処理
量
2,202t
/年

120.6%

飼育頭数が目
標155頭に対
して実績頭数
187頭と32頭
増となり、そ
れに伴い堆肥
の生産も目標
以上の達成と
なった。

発酵舎
（木造平屋建）1棟
560㎡
(発酵槽)
286㎡
【処理能力】
堆肥生産量1,810t/年
家畜排せつ物処理量
2,202t/年

79,704,000 36,900,000 23,985,000 0 18,819,000
H30.3.29

　整備した施設によ
り、安定した品質の
堆肥を生産でき、飼
養頭数の増頭を図る
ことができた。

　町内における畜産
飼育頭数が目標を達
成し、本事業で整備
した堆肥利活用施設
を活用し、安定した
品質の堆肥を生産で
き、耕畜連携の推進
に向けた体制を整え
ることが出来た。

H29事業

73.2%

 （注）１　別紙様式１号の２のⅠに準じて作成すること。
　 　　２　要領第１の１の（２）のアの（ア）から（ウ）の場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都県平均達成率」欄は、都県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

都県平均達成
率

県全体の成果目標の達成状況は、各地区（事業）の平均達成率が90％未満であるため「未達」と評価する。
未達の２地区においては、新型コロナウイルスによる取引の一時中断が要因となっている。
このため、今後はウイルス対策に対応した管理・運営を含め、高付加価値化や栽培管理等について支援していく。


